令和 　年　　月　　日
スポーツ庁次長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　団体名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　〒　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名
企　画　提　案　書
　令和●年度「スポーツによる地域活性化・まちづくりコンテンツ創出等総合推進事業（スポーツツーリズムコンテンツ創出事業）」について、委託を希望しますので、別添のとおり企画提案します。
【申請団体情報】
	提案者
	申請機関・団体名
	

	
	（ふりがな）

代表者役職・氏名


	

	
	所在地
	〒



	連絡担当者
	所属部署・役所名
担当者名
	

	
	電話番号
	

	
	メールアドレス
	

	
	所在地
	


※定款・規約等を添付すること。

【スポーツテーマ】
	下記の①～③のスポーツテーマより選択し、〇印を記入すること。
※複数のスポーツテーマを含んだ応募の際は、主となるスポーツテーマに◎印を記入すること。
※その他を選択した場合は、スポーツ種目を記入すること。

	スポーツテーマ
	
	①武道ツーリズム
…日本発祥の武道（空手・剣道等）と歴史・文化を組み合わせ、日本でしか体験することのできない希少価値の高いツーリズムコンテンツを創出し、国内外の旅行者の更なる地方誘客を図る取組。

	
	
	②アウトドアスポーツツーリズム
…世界に優位性のある自然環境を活用したスノースポーツ、多島美や里山等の日本の景観・環境を楽しむハイキング・トレッキング等のアウトドアスポーツと周遊観光等を組み合わせ、国内外旅行者の更なる地方誘客を図る取組。

	
	
	③その他
…上記以外の地域のスポーツ資源を活用し、国内外からの観光誘客により地域の課題解決に資する取組。

	
	
	スポーツ種目：（　　　　　　　）


【検証内容】
	下記の①～③の検証内容を選択し、〇印を記入すること。
※検証内容ごとに対象スポーツテーマが異なるため注意すること。

	検証内容
	
	①地域の魅力向上や消費額拡大または長期滞在に資する地域全体での誘客パッケージの造成（上限15,000千円）
対象スポーツテーマ：①武道ツーリズム、②アウトドアスポーツツーリズム

	
	
	②本物を体験できるコンテンツの質の担保に資する体験コンテンツの単体造成
（上限4,500千円）
対象スポーツテーマ：①武道ツーリズム

	
	
	③地域性をともなうスポーツの裾野拡大に資する体験コンテンツの単体造成
（上限4,500千円）
対象スポーツテーマ：①武道ツーリズム、②アウトドアスポーツツーリズム、③その他


【実施体制】

	実施体制を記載すること。
※事業の目的を達成するために必要な人員・組織体制が整っていること。
※事業を円滑に実施するために各関係者との連携が図れていること。
※事業を効果的に遂行するための専門知識を有しており、且つ類似業務・分野の実績等を有していること。

※事業実務に精通しているとともに事業を適切に遂行するための技術力及びノウハウを有している
こと。

	


※【実施体制】の総ページは１ページ（Ａ４用紙）とする。フォントはＭＳ明朝、文字サイズは１１ポイント以上とする。
【事業の概要】
	【１】
取組の概要
	本事業で行う取組の概要

	【２】
スポーツテーマ及び検証内容
	主となるスポーツテーマ及び検証内容として適切であると思われる点

	【３】
現状の課題
	本事業で解決に取組みたい課題

	【４】
本事業で達成したい到達点
【３】で設定した課題解決に対する目標到達点（KPI）（３項目以上）
	定量的目標（１項目以上）

	
	定性的目標（１項目以上）

	【５】
具体性及び計画性
	①：主な訴求対象・ターゲット

	
	②：①で設定したターゲットに対し、有益であると思われる点

	【６】
地域性
	①：地域特有の資源を生かす工夫

	
	②：地域との連携や地域住民にも活用できる工夫


	【７】
将来性
	国外から選ばれる優良コンテンツになり得るための工夫

	【８】
コンディショニングに資する取組
	本事業に含むコンディショニングについての取組

	【９】
効果及び継続性
	①：効果検証方法

	
	②：本事業終了後、翌年度以降の持続的な実施を想定している点


※必要に応じて欄を拡大して記入すること。但し、【事業の内容】の総ページは１０ページ以内（Ａ４用紙）とする。フォントはＭＳ明朝、文字サイズは１１ポイント以上とする。
※上記項目について、必要に応じ参考資料を添付すること。参考資料はPowerPointなど任意の様式で可。（その場合は、項目の欄に参考資料が添付されていることを記載すること）

※任意の様式を使用する場合も、用紙サイズはＡ４用紙３０枚以内とする。
【実施日程表（予定）】
	実施時期
	計画事項
	備　考

	
	（１）○○○
	（２）○○○
	（３）○○○
	（４）○○○
	（５）○○○
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	


※　計画事項は、【事業の内容】の記載内容との整合性に留意し記載してください。
【経費内訳経費予定額】
	費　目
	経費区分
	金　　額
	積算内訳

	人件費
	①人件費
	       円
	別紙１のとおり

	事業費
	②諸謝金
	       円
	

	
	③旅費
	       円
	

	
	④印刷製本費
	       円
	

	
	⑤通信運搬費
	       円
	

	
	⑥会議費
	       円
	

	
	⑦借料及び損料
	       円
	

	
	⑧消耗品費
	       円
	

	
	⑨雑役務費
	       円
	

	
	⑩消費税相当額
	        円
	

	
	⑩-1.不（非）課税経費（人件費、外国旅費、保険料など）×消費税
	円
	

	
	⑩-2.インボイス影響額－経過措置の適用：無
	円
	

	
	⑩-3.インボイス影響額－経過措置の適用：有
	円
	

	一般管理費
	⑪一般管理費
	円
	上記経費の10％
○○○○○○円×10％＝◎◎◎◎円

	再委託費
	       円
	

	合計
	    　 円
	


※各費目の積算内訳を「（別紙１）積算内訳」に記載すること。
※委託経費の計上については、「（別紙３）企画提案書作成上の留意事項」等を参照の上作成すること。
【再委託に関する事項】
再委託の有無（　有　・　無　）
※再委託が複数ある場合は再委託先ごとに作成

	再委託の相手方の住所及び氏名
	

	

	再委託を行う業務の範囲
	

	

	再委託の必要性
	

	

	再委託金額（単位：円）
	

	                                          円


再委託経費内訳
	費　目
	経費区分
	金　　額
	積算内訳

	人件費
	①人件費
	       円
	別紙２のとおり

	事業費
	②諸謝金
	       円
	

	
	③旅費
	       円
	

	
	④印刷製本費
	       円
	

	
	⑤通信運搬費
	       円
	

	
	⑥会議費
	       円
	

	
	⑦借料及び損料
	       円
	

	
	⑧消耗品費
	       円
	

	
	⑨雑役務費
	       円
	

	
	⑩消費税相当額
	       円
	

	
	⑩-1.不（非）課税経費（人件費、外国旅費、保険料など）×消費税
	円
	

	
	⑩-2.インボイス影響額－経過措置の適用：無
	円
	

	
	⑩-3.インボイス影響額－経過措置の適用：有
	円
	

	一般管理費
	⑪一般管理費
	円
	上記経費の10％
○○○○○○円×10％＝◎◎◎◎円

	合計
	    　 円
	


※経費内訳経費予定額に準じて作成のこと。
※各費目の積算内訳を「（別紙２）積算内訳」に記載すること。
※委託経費の計上については、「（別紙３）企画提案書作成上の留意事項」等を参照の上作成すること。
【事業実績】
	国及び国に準ずる組織の業務実績で提示できるスポーツツーリズムに関連する事業の実績があれば記入すること。

	事業名
	開始年度
	事業経費（円）
	事業の具体的内容

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※必要に応じて欄を拡大して記入すること。但し、【事業実績】の総ページは１ページ（Ａ４用紙）とする。フォントはＭＳ明朝、文字サイズは１１ポイント以上とする。
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